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令和８年第１回定例会（３⽉）3⽉25⽇

○議⻑（沓掛義範） ⽇程第17、第10号議案 豊後⼤野市乳⽤⽜購⼊資⾦貸付基⾦条例

の廃⽌について及び⽇程第18、第11号議案 豊後⼤野市特別会計条例の⼀部改正等につ

いての２案件を一括議題とします。

本２案件は、産業建設常任委員会に付託してありましたので、産業建設常任委員会委員

⻑の報告を求めます。

産業建設常任委員会委員⻑、佐藤昭⽣議員。

〔産業建設常任委員会委員⻑ 佐藤昭⽣登壇〕

◆産業建設常任委員会委員⻑（佐藤昭⽣） それでは、産業建設常任委員会委員⻑報告を

⾏います。

さきの本会議において、本委員会に付託された議案２件について、３月16日に委員会

を開催し、全委員出席の下、審査を⾏いましたので、報告します。

まず、第10号議案 豊後⼤野市乳⽤⽜購⼊資⾦貸付基⾦条例の廃⽌についてでありま

す。

執⾏部より、本基⾦は、市内で酪農を⾏う者に乳⽤⽜の購⼊費⽤の貸付けを⾏うために

設置している基⾦で、旧⼤野町において設置され、市町村合併時に引き継いだものです。

市町村合併以降、当該基⾦の活⽤がなく、今後の活⽤も⾒込まれないことから、この条例

を廃止したいため、議会の議決をお願いするものですとの説明がありました。

委員から、今後の活⽤が⾒込まれないとのことだが、どのようなことで判断したのかと

質疑があり、執⾏部からは、⼤分県酪農協同組合に市の貸付けよりも⾼額な貸付けが受け

られる制度があります。市内で酪農を⾏っている１⼾についても、その貸付けを利⽤して

おり、市の貸付けを利⽤することがないことも確認しているため、今回廃⽌の提案をして

いますとの答弁がありました。

慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとして決定しました。

次に、第11号議案 豊後⼤野市特別会計条例の⼀部改正等についてであります。

執⾏部より、浄化槽事業の規模縮⼩に伴い、浄化槽施設特別会計を廃⽌し、⼀般会計へ

移⾏するため、関係条例の整理を⾏いたいので、議会の議決をお願いするものです。第１

条は、豊後⼤野市特別会計条例の⼀部を改正するもので、浄化槽施設特別会計を廃⽌する

ため、同条例第１条に規定する特別会計の区分から当該会計を削除するなど、所要の整理

を⾏うものです。第２条は、浄化槽施設特別会計の廃⽌に伴い、豊後⼤野市浄化槽整備推

進事業基⾦条例を廃⽌するものです。当該基⾦は、浄化槽整備推進事業に係る市債の償還

財源として、県からの交付⾦の効果的な運⽤を図るために設置したものですが、当該交付

⾦は既に終了しており、基⾦残⾼も本年度をもってゼロ円となる⾒込みであるため、条例

を廃止するものですとの説明がありました。

委員からは、浄化槽はもともとどれくらいあったのか、まだ個人移譲されていない分は

どれくらいあるのかとの質疑があり、執⾏部からは、当初は662基あり、現在は104基残

っています。そのうち稼働中のものは74基ですとの答弁がありました。

慎重審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものとして決定しました。
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以上で、産業建設常任委員会に付託された案件の審査について、その経過と結果の報告

を終わります。


